
 
令和 6 年 10 ⽉ 18 ⽇ 

国⽴研究開発法⼈⽇本原⼦⼒研究開発機構 
国⽴⼤学法⼈京都⼤学 
国⽴⼤学法⼈福井⼤学 

 
もんじゅサイトに設置する新たな試験研究炉に係る 

第 3 回コンソーシアム会合※開催について 
（お知らせ） 

 
 

もんじゅサイトに設置する新たな試験研究炉に係る第３回コンソーシアム会合を開催いたしま
す。 

本会合は、新試験研究炉の利⽤ニーズを有する学術界、産業界、地元関係機関等で構成
されるコンソーシアム（共同事業体）を構築し、幅広い意⾒を反映しながら新試験研究炉の詳
細設計や地域との協働等の検討を実施することとしています。 
 

記 
 

1．開催⽇時︓ 令和 6 年１０⽉２９⽇（⽕）１３︓３０〜１５︓３０ 
 
2．開催場所︓ 敦賀市福祉総合センター「あいあいプラザ」（ふれあいホール） 
       （福井県敦賀市東洋町４番１号） 
 
3．委員名簿︓ 別添１のとおり 
 
4. 主な議題︓（詳細は別添２のとおり） 

新試験研究炉に関する⽂部科学省原⼦⼒科学技術委員会での審議状況について 
詳細設計 I 等の検討状況 
新試験研究炉実験装置の検討状況 
地域関連施策検討ワーキンググループの検討状況 

          
 以上 

※令和 3 年 3 ⽉よりコンソーシアム委員会として計 5 回開催しており、昨年度からはコンソーシアム委
員会を「コンソーシアム会合」と改称いたしました。  



 別添１  
 

もんじゅサイトに設置される新たな試験研究炉に係る 
令和６年度 コンソーシアム会合 委員名簿 

 
コンソーシアム参画機関委員（五⼗⾳順・敬称略） 

池澤 俊之 敦賀市 副市⻑ 
稲継 崇宏 ⽇華化学株式会社 取締役執⾏役員 CTO 界⾯科学研究所⻑ 
⼤⽵ 淑恵 ⽇本中性⼦科学会 会⻑ 
奥井 純⼦ 敦賀商⼯会議所 専務理事 
越塚 誠⼀ ⽇本原⼦⼒学会 副会⻑ 
櫻本 宏 若狭湾エネルギー研究センター 理事⻑ 
獅⼦原 朋広 福井県 エネルギー環境部 部⻑ 
嶋⽥ 浩昌 福井県商⼯会議所連合会 専務理事 
畑澤 順 ⽇本アイソトープ協会 副会⻑ 
船城 健⼀ 東洋紡株式会社 総合研究所 分析センターリーダー 
増井 秀企 ⽇本原⼦⼒産業協会 理事⻑ 
森井 幸⽣ 放射線利⽤振興協会 中性⼦利⽤技術部 部⻑ 
⼭⻄ 弘城 近畿⼤学 原⼦⼒研究所 所⻑ 
吉岡 研⼀ 中性⼦産業利⽤推進協議会 
 

実施機関委員（五⼗⾳順・敬称略） 
宇埜 正美 福井⼤学 附属国際原⼦⼒⼯学研究所 所⻑ 
⿊﨑 健 京都⼤学 複合原⼦⼒科学研究所 所⻑ 
佐藤 信浩 京都⼤学 複合原⼦⼒科学研究所 特定教授 
杉⼭ 正明 京都⼤学 複合原⼦⼒科学研究所 副所⻑ 
辻本 和⽂ ⽇本原⼦⼒研究開発機構 原⼦⼒科学研究所 原⼦⼒基礎⼯学研究 
 センター⻑ 
早船 浩樹 ⽇本原⼦⼒研究開発機構 エネルギー研究開発領域 副領域⻑ 
福元 謙⼀ 福井⼤学 附属国際原⼦⼒⼯学研究所 教授 
⽶沢 晋 福井⼤学 産学官連携本部 本部⻑ 

 
以上



 別添２  
 

もんじゅサイトに設置する新たな試験研究炉に係る 
コンソーシアム会合 主な議題 

 
（1） 新試験研究炉に関する⽂部科学省原⼦⼒科学技術委員会での審議状況について 

 基本的考え⽅及び政策の⽅向性等について 
 新試験研究炉の建設予定地の検討及び建設に向けた整備スケジュール/資⾦計

画について 
 

（2） 詳細設計 I 等の検討状況 
 実験利⽤設備を含めた炉⼼構造物の仕様検討等について 
 現地調査（物理探査、ボーリング調査）及びボーリングコアの詳細観察について 

 
（3） 新試験研究炉実験装置の検討状況 

 実験装置検討の体制について 
 

（4） 地域関連施策検討ワーキンググループの検討状況 
 昨年度のサブグループ*1、サブグループ 2*の実施状況について 
 今後のサブグループ 1、サブグループ 2 の進め⽅について 
 サブグループ 3*における令和 6 年度の⼈材育成活動報告 

 
*地域関連施策検討ワーキンググループの下で論点毎に検討するグループ。サブグループ１は利⽤

促進体制の整備、サブグループ２は複合拠点の整備、サブグループ３は⼈材育成を担当する 
 

以上 


